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東北広域部品センターの開所式に出席した関係者（２面）

日本の「食」を紹介するイベントで、日本食の
コースを堪能する英オックスフォード大学関係
者（４面）

㈱
え
ひ
め
飲
料
が
販
売
を
始
め
た
機
能

性
表
示
食
品「
Ｐ
Ｏ
Ｍ 

ア
シ
タ
ノ
カ
ラ
ダ 

河
内
晩
柑
ジ
ュ
ー
ス
」（
８
面
）

英
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で

　
　
　日
本
の
食
の
魅
力
発
信

全農広域土壌診断システムを開発
（営農･技術センター）

３産地が大田花き市場で初の
合同チューリップフェア開催（新潟県本部）

担い手農家・生産法人研修会を開催
（新潟県本部）

イチゴ主産９県連・県本部が
東京で販促イベント（園芸部）

平成29年度からTACの中堅職員対象に
作物栽培総合技術研修（耕種総合対策部）

ＪＡズームイン（ＪＡはくい）
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東北広域部品センターが稼働
農業機械部品の供給体制を強化
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4

県本部だより（兵庫県本部）

記憶力維持に役立つ機能性表示食品・
「河内晩柑ジュース」を発売（㈱えひめ飲料）

ＪＡタウンショップ紹介
　ＪＡ全農おおいた

6

ＪＡ全青協が米国でＪＡ青年組織
新任役員研修（耕種総合対策部）Web

限定 全農日本カーリング選手権の出場選手を
「ニッポンの食」で応援！（広報部）



News!

東北広域部品センターが稼働
農業機械部品の供給体制を強化 生産資材部

　
全
農
は
、東
北
4
地
区
を
供
給
エ
リ
ア
と
す
る
農
業
機
械
部
品
の
広

域
物
流
拠
点「
東
北
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
」を
宮
城
県
大
和
町
に
設
置

し
、1
月
7
日
か
ら
受
注
・
出
荷
を
始
め
ま
し
た
。東
北
広
域
部
品
セ
ン

タ
ー
の
ス
タ
ー
ト
に
当
た
り
、1
月
23
日
に
は
、関
係
者
出
席
の
も
と

開
所
式
を
行
い
、新
し
い
施
設
と
配
送
の
安
全
祈
願
を
行
い
ま
し
た
。

　
県
域
を
超
え
た
広
域
部
品
セ

ン
タ
ー
は
、
現
在
全
国
で
7
カ

所
が
稼
働
し
て
お
り
、
農
業
機

械
の
迅
速
な
修
理
・
整
備
対
応

を
目
的
に
、即
納
率（
受
注
当
日

出
荷
件
数
の
割
合
）の
向
上
に
取

り
組
み
、
お
お
む
ね
80
％
以
上

と
い
う
成
果
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

　

東
北
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー

は
、
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
福

島
の
4
県
を
供
給
エ
リ
ア
と
し

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
後
、供

給
エ
リ
ア
を
広
げ
る
と
と
も
に
、

ア
イ
テ
ム
数
を
3
万
5
0
0
0

点
ま
で
増
や
し
、
全
農
の
広
域

部
品
セ
ン
タ
ー
と
し
て
は
最
大

規
模
と
な
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
夜
間
配
送
に
よ
る
翌

朝
Ｊ
Ａ
納
品
を
行
う
他
、
部
品

業
務
の
効
率
化
を
目
的
に
シ
ス

テ
ム
導
入
も
進
め
て
い
ま
す
。

Ｊ
Ａ
農
機
セ
ン
タ
ー
に
は
、
オ

ン
ラ
イ
ン
発
注
、
パ
ー
ツ
リ
ス

ト
検
索
な
ど
に
利
用
す
る「
Ｍ

－

Ｗ
ｅ
ｂ
」を
設
置
す
る
と
と
も

に
、
東
北
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー

に
は
、
物
流
管
理
に
バ
ー
コ
ー

ド
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、
迅
速

化
・
正
確
性
を
期
し
て
い
ま
す
。

　
東
北
広
域
部
品
セ
ン
タ
ー
の

稼
働
に
よ
り
、
管
内
の
Ｊ
Ａ
農

機
セ
ン
タ
ー
へ
の
迅
速
な
部
品

供
給
を
通
じ
て
生
産
者
・
Ｊ
Ａ

へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

東北広域部品センターの開所式で関係者がテープカット

News!

全農広域土壌診断システムを開発
1月から一部サービス開始、緻密·柔軟な施肥設計可能に 営農 ·技術センター

　
全
農
は
、富
士
通
㈱
と
共
同
で
全
農
広
域
土
壌
診
断
シ
ス
テ
ム
の

開
発
に
着
手
し
、1
月
18
日
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
一
部
開
始
し
ま
し
た
。

　
現
状
の
土
壌
分
析
は
、
数
段

階
の
組
織
を
経
て
依
頼
さ
れ
る

た
め
、
分
析
着
手
ま
で
に
時
間

を
要
す
る
こ
と
、
処し
ょ
ほ
う
せ
ん

方
箋
や
施

肥
設
計
を
作
成
可
能
な
人
材
が

不
足
し
て
い
る
な
ど
の
課
題
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
依
頼
者

が
分
析
値
を
w
e
b
上
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
出
来
る
た

め
、
生
産
現
場
へ
迅
速
に
デ
ー

タ
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
土

壌
分
析
値
と
の
比
較

や
、
施
肥
設
計
マ
ス

タ
ー
を
活
用
し
た
処

方
箋
の
作
成
が
可
能

で
、
よ
り
緻
密
な
施

肥
設
計
が
行
え
ま

す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
活
用
に
よ
り
、

生
産
者
と
対
話
し
な

が
ら
柔
軟
な
施
肥
設

計
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
拡
大
を

図
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
全
体
に
お
け
る
農

家
手
取
り
最
大
化

へ
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

システムのイメージ図
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News!

産地合同で初のチューリップフェア開催
大田花き市場で新潟・富山・埼玉の３産地が連携 新潟県本部

　
新
潟
県
本
部
は
1
月
25
日
、東
京
の
大
田
花
き
市
場
で「
１
月
31
日 

愛
妻
の
日
は
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
を
贈
る
日
」を
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
に
新

潟
・
富
山
・
埼
玉
の
3
産
地
合
同
の
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
を
開
き
ま

し
た
。

　
例
年
、
産
地
ご
と
に
販
促
活

動
を
行
っ
て
い
ま
し
た
が
、
産

地
同
士
の
結
び
付
き
強
化
と
一

体
と
な
っ
た
Ｐ
Ｒ
の
た
め
、
初

の
合
同
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
せ
り
開
始
前
に
各

県
の
代
表
者
か
ら
チ
ュ
ー
リ
ッ

プ
の
魅
力
や
産
地
の
思
い
、
取

り
組
み
な
ど
を
紹
介
し
ま
し

た
。

　
併
せ
て
、
市
場
内
仲
卸
で
の

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
フ
ェ
ア
の
実

施
や
、
各
県
か
ら
集
ま
っ
た

１
０
０
品
種
を
超
え
る
チ
ュ
ー

リ
ッ
プ
を
展
示
し
、
市
場
買
参

人
ら
に
対
し
充
実
し
た
Ｐ
Ｒ
が

で
き
ま
し
た
。

　
各
地
区
か
ら
集
ま
っ
た
生
産

者
同
士
の
交
流
も
活
発
に
行
わ

れ
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
産
地
間
の

関
係
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
今
回
の
取
り
組
み
を
契
機
に

産
地
間
の
連
携
を
一
層
強
化

し
、
チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
の
魅
力
を

発
信
し
て
い
き
ま
す
。

キャッチフレーズの「１月31日 愛
妻の日はチューリップを贈る日」

News!

担い手農家・生産法人研修会を開催
スマート農業システムと水稲多収性品種の栽培ポイントで情報提供 新潟県本部

　
新
潟
県
本
部
は
1
月
24
日
、
新
潟
市
内
で「
担
い
手
農
家
・
生
産

法
人
研
修
会
」を
開
き
ま
し
た
。
年
2
回
開
催
し
て
い
る
研
修
会
の

2
回
目
で
、
今
回
は
近
年
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る「
ス
マ
ー
ト
農
業

（
生
産
）シ
ス
テ
ム
」と「
水
稲
多
収
性
品
種
の
栽
培
ポ
イ
ン
ト
」の
二

つ
を
テ
ー
マ
に
県
内
の
生
産
者
に
情
報
提
供
を
行
い
ま
し
た
。

　
「
ス
マ
ー
ト
農
業（
生
産
）シ

ス
テ
ム
」で
は
、
講
師
に
国
立

研
究
開
発
法
人 

農
業
・
食
品

産
業
技
術
総
合
研
究
機
構 

農

業
技
術
革
新
工
学
研
究
セ
ン

タ
ー
の
吉
田
智
一
氏
を
招
き
、

先
端
技
術
の
開
発
状
況
と
現
場

に
お
け
る
実
用
化
か
ら
今
後
の

展
望
に
つ
い
て
講
演
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
「
水
稲
多
収
性
品
種
の
栽
培

ポ
イ
ン
ト
」で
は
、
前
段
で
は

新
潟
県
本
部
が
30
年
度
に
実
施

し
た
実
証
試
験
の
結
果
を
踏
ま

え
た
多
収
性
品
種（
６

品
種
）の
品
種
特
性
に

つ
い
て
説
明
し
、
後
段

で
は
新
潟
県
農
林
水
産

部
か
ら
30
年
産
米
の
成

績（
品
質
と
収
量
）と

31
年
産
に
向
け
た
栽
培

技
術
に
つ
い
て
話
を
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は「
ス

マ
ー
ト
農
業
の
可
能
性

を
感
じ
た
」「
多
収
性

品
種
の
特
性
が
参
考
に

な
っ
た
」と
い
う
意
見

が
寄
せ
ら
れ
、
充
実
し

た
研
修
会
と
な
り
ま
し

た
。

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
依
頼
者

が
分
析
値
を
w
e
b
上
で
リ

ア
ル
タ
イ
ム
に
確
認
出
来
る
た

め
、
生
産
現
場
へ
迅
速
に
デ
ー

タ
を
届
け
る
こ
と
が
可
能
と
な

り
ま
す
。

　

ま
た
、
過
去
の
土

壌
分
析
値
と
の
比
較

や
、
施
肥
設
計
マ
ス

タ
ー
を
活
用
し
た
処

方
箋
の
作
成
が
可
能

で
、
よ
り
緻
密
な
施

肥
設
計
が
行
え
ま

す
。
タ
ブ
レ
ッ
ト
な

ど
の
活
用
に
よ
り
、

生
産
者
と
対
話
し
な

が
ら
柔
軟
な
施
肥
設

計
が
可
能
と
な
り
ま

す
。

　

今
後
は
、
シ
ス
テ

ム
利
用
者
の
拡
大
を

図
り
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー

プ
全
体
に
お
け
る
農

家
手
取
り
最
大
化

へ
貢
献
し
て
い
き
ま

す
。

大
田
花
き
市
場
の
せ
り
場
で
各
県
代

表
が
あ
い
さ
つ

「
ス
マ
ー
ト
農
業
シ
ス
テ
ム
」で
講
演
す
る
吉
田
氏
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和牛の魅力について講演する全農イン
ターナショナル欧州㈱の現地スタッフ

News!

「WASHOKU」と「WAGYU」を世界の言語に！
英オックスフォード大学で日本の食の魅力発信 全農インターナショナル欧州㈱

　
全
農
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
株
式
会
社
は
2
月
2
日
、オ
ッ
ク

ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
で
開
か
れ
た
在
英
日
本
大
使
館
主
催
の「
日
本
の

『
食
』を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
」で
、大
学
関
係
者
を
対
象
に
日
本
の
食
と

食
材
の
魅
力
に
つ
い
て
発
信
し
ま
し
た
。

　

英
国
で
は
2
0
2
0
年
の

東
京
五
輪
へ
の
橋
渡
し
の
形

で
、
日
英
両
首
相
間
で
合
意
さ

れ
た「
日
英
文
化
季
間
」が
開

催
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
イ
ベ
ン

ト
は
そ
の
一
環
で
す
。

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
ヒ
ッ
キ

ン
ズ
学
長（
前
駐
日
大
使
）

が
「
W
A
S
H
O
K
U
と

W
A
G
Y
U
が
こ
れ
を
契
機

に
世
界
に
広
が
る
こ
と
を
期
待

し
た
い
」と
あ
い
さ
つ
し
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
全
農
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル
欧
州
㈱
の
職
員

が
和
牛
の
特
徴
に
つ
い
て
説

明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
ロ
ン
ド

ン
に
あ
る
直
営
レ
ス
ト
ラ
ン

T
O
K
I
M
E
I
T
Ē
が
、
日

本
食
の
技
法
や
日
本
食
の
素
晴

ら
し
さ
を
紹
介
す
る
と
と
も

に
、
同
大
学
の
食
堂
と
コ
ラ
ボ

し
て
日
本
産
野
菜
と
和
牛
を

使
っ
た
特
製
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供

し
、大
変
好
評
を
得
ま
し
た
。

日
本
食
の
コ
ー
ス
を
堪
能
す
る
大
学
関

係
者

News!

イチゴ主産９県連・県本部が東京で販促イベント
試食や４品種組み合わせた“いちご食べ比べアソートケース”販売も 園芸部

　
宮
城
・
茨
城
・
栃
木
・
静
岡
・
愛
知
・
福
岡
・
佐
賀
・
長
崎
・
熊
本

の
9
県
連
・
県
本
部
か
ら
な
る
い
ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会
は
2
月
2

日
、東
京
・
有
楽
町
の
東
京
交
通
会
館
で
イ
チ
ゴ
の
販
促
イ
ベ
ン
ト
を

開
き
ま
し
た
。

　
い
ち
ご
主
産
県
情
報
交
換
会

は
、
国
産
イ
チ
ゴ
が
潤
沢
に
出

回
る
時
期
に
合
わ
せ
、
有
楽
町

の
東
京
交
通
会
館
で
9
県
合
同

の
イ
チ
ゴ
販
促
イ
ベ
ン
ト
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
各
県
を
代
表
す
る「
と
ち
お

と
め
」「
も
う
い
っ
こ
」「
い
ば
ら

キ
ッ
ス
」「
紅
ほ
っ
ぺ
」「
あ
ま
お

う
」「
さ
が
ほ
の
か
」「
ゆ
め
の

か
」「
ゆ
う
べ
に
」に
加
え
、今
年

は
宮
城
の「
に
こ
に
こ
ベ
リ
ー
」、

佐
賀
の「
い
ち
ご
さ
ん
」が
初
登

場
と
な
り
、
10
種
の
う
ち
4
種

を
組
み
合
わ
せ
た〝
い
ち
ご
食

べ
比
べ
ア
ソ
ー
ト
ケ
ー
ス
〟を

１
５
０
０
円
で
販
売
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
試
食
コ
ー
ナ
ー
も
設

置
し
、
消
費
者
の
方
に
食
べ
比

べ
を
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
販
売
開
始
か
ら
多

く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
、
品
種
間

の
食
味
の
違
い
を
楽
し
ん
だ
り
、

気
に
入
っ
た
品
種
を
買
っ
て
帰

ら
れ
る
な
ど
、
盛
況
の
う
ち
に

終
了
し
ま
し
た
。

　
交
通
会
館
で
の
開
催
は
今
年

で
6
年
目
と
な
り
、
こ
の
イ
ベ

ン
ト
を
毎
年
楽
し
み
に
し
て
い

る
お
客
さ
ま
も
多
く
、
中
に
は

「
い
ろ
い
ろ
な
品
種
を
一
度
に
食

べ
ら
れ
る
の
は
う
れ
し
い
」な
ど

の
声
も
あ
り
、
国
産
イ
チ
ゴ
の

Ｐ
Ｒ
と
消
費
の
拡
大
に
つ
な
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

イチゴの食べ比べができる試食コー
ナー

人気を集めた“いちご食べ比べ
アソートケース”
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ト
マ
ト
の
栽
培
管
理・収
穫
作
業
、③

土
壌
硬
度
計
や
貫
入
式
硬
度
計
を

用
い
た
土
壌
断
面
調
査
、④
土
中
点

滴
灌
水
に
よ
る
冬
春
玉
ね
ぎ
栽
培

技
術
、⑤
自
主
研
究
の
成
果
発
表
会

を
行
い
ま
し
た
。

　
自
主
研
究
の
成
果
発
表
会
は
、研

修
生
2
人
の
発
表
か
ら
研
修
の
手
応

え
や
自
信
が
伝
わ
っ
て
く
る
内
容
で

し
た
。J
A
み
や
ぎ
仙
南
の
鈴
木

T
A
C
は
、課
題
で
あ
る
タ
マ
ネ
ギ
の

分
球
対
策
に
つ
い
て「
研
修
で
得
た

知
見
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
生
か
し
て

担
い
手
提
案
に
つ
な
げ
た
い
。J
A

内
外
の
連
携
を
高
め
て
い
く
」と
し
、

群
馬
県
J
A
は
ぐ
く
み
の
佐
藤

T
A
C
は
、土
壌
診
断
の
重
要
性
に

触
れ
、「
施
肥
提
案
に
自
信
が
つ
き
、

イ
チ
ゴ
生
産
者
と
ナ
ス
生
産
者
の

J
A
利
用
に
つ
な
が
っ
た
」と
具
体
的

な
活
動
成
果
の
報
告
も
あ
り
ま
し

た
。

　
昨
年
度
と
今
年
度
の
研
修
修
了

者
か
ら
は
、研
修
生
同
士
の
定
期
的

な
情
報
交
換
の
場
や
フ
ォ
ロ
ー
研
修

の
開
催
希
望
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
全
農
は
、次
年
度
も
引
き
続
き

T
A
C
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
資
す
る
同

研
修
を
実
施
す
る
予
定
で
、4
月
に

開
催
案
内
を
発
信
す
る
予
定
で
す
。

研
修
会
の
受
講
を
ぜ
ひ
と
も
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

ラ
ム
と
な
り
ま
す（
図
参
照
）。研
修

定
員
は
、10
人
ま
で
の
少
人
数
制
と

な
る
た
め
、講
師
を
担
当
す
る
全
農

職
員
と
研
修
生
と
の
交
流
や
意
見
交

換
が
進
み
や
す
い
環
境

と
な
り
ま
す
。29
年
度

は
4
人
、30
年
度
は
2

人
の
T
A
C
が
受
講

し
、担
い
手
に
提
案
で

き
る
実
践
的
な
研
修

で
あ
る
と
好
評
を
得

て
い
ま
す
。

　
今
年
1
月
28
日
〜

2
月
1
日（
5
日
間
）

で
開
催
し
た
総
合
研

修（
第
2
ク
ー
ル
）で

は
、①
園
芸
作
物
の
栽

培
基
本
技
術（
病
害
虫

現
物
鑑
定
な
ど
）、②

　
作
物
栽
培
総
合
技
術
研
修
は
、総

合
研
修（
必
須
科
目
）と
研
修
生
が

学
び
た
い
作
物
群
か
ら
選
択
す
る
作

物
別
研
修（
選
択
科
目
）の
カ
リ
キ
ュ

か
ん
す
い

平
成
29
年
度
か
ら
T
A
C
の
中
堅
職
員
対
象
に

作
物
栽
培
総
合
技
術
研
修

　全
農
は
、
地
域
農
業
の
担
い
手
に
出
向
く
J
A
担
当
者（
T
A
C
）

の
中
堅
職
員
を
対
象
に
、「
作
物
栽
培
総
合
技
術
研
修
」を
開
き
ま

し
た
。
平
成
29
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
同
研
修
会
は
、
実
習
を
交

え
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
内
容
と
な
っ
て
い
ま
す
。
研
修
を
通
じ
て
、
園

芸
振
興
に
お
け
る
担
い
手
の
営
農
相
談
･
経
営
相
談
に
迅
速
に
対
処

で
き
る
担
当
者
の
育
成
を
目
指
し
て
い
ま
す
。【
耕
種
総
合
対
策
部
】

実
習
交
え
担
い
手
の
営
農
相
談･

経
営
相
談
に

迅
速
に
対
処
で
き
る
担
当
者
を
育
成

【作物栽培総合技術研修の研修体系】

作物栽培総合技術研修
【研修目的】実践的な技術習得による担い手対応力の向上（園芸作物）

必須科目･総合研修
（営農･技術センター：第1クール（5日間）、第2クール（5日間））
【研修目的】肥料･農薬･園芸資材の新技術習得、栽培実習

必須科目･作物別研修
（県本部営農拠点：3～5日間）
【研修内容】生産振興のための技術習得、作業実習

トマト･パプリカ（5日間：山形･園芸産地拡大実証研修農場）

キュウリ･ナス（3日間：群馬･園芸作物生産実証農場）

ニンジン･キャベツ（3日間：千葉･営農技術センター）

アスパラガス（4日間：広島･JA西日本営農技術センター）

病害虫現物鑑定

土壌断面調査自主研究の発表をするＪＡみやぎ仙南の鈴木さん

トマトの栽培実習
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し
、視
察
が
絶
え
ず
、市
外
か
ら

の
移
住
や
新
規
就
農
も
増
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
自
然
栽
培
農
産
物
は
、

学
校
給
食
で
の
利
用
や
農
福
連

携
に
よ
る
障
が
い
者
の
就
労
支

援
に
発
展
し
、平
成
29
年
に
は
そ

の
販
売
拠
点
で
あ
る「
道
の
駅
の

と
千
里
浜
」が
オ
ー
プ
ン
。農
業

体
験
ツ
ア
ー
も
企
画
さ
れ
る
な

ど
、地
域
の
魅
力
と
し
て
大
き
な

広
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ＪＡはくい
（石川県）

概要 平成 30 年 3 月 31日現在

正組合員数　　　　　　　   5387人
准組合員数　　　　　　       4515人
職員数　　　　　                179人
販売品取扱高    　　       24億3千万円
購買品取扱高　　　　  24億5千万円
貯金残高　　　　　　586億5千万円
長期共済保有高　     2626億5千万円
主な農畜産物          米、スイカ、ブドウ、
イチジク、ダイコン、花木、ネギ、スモモ

地
域
活
性
化
の
切
り
札
に

自
然
栽
培
の
聖
地
目
指
す

石川県

福井県
岐阜県

富山県

な
拠
点
施
設「
園
芸
総
合
集
出

荷
場
」が
完
成
し
、今
後
一
層
の

生
産
拡
大
と
産
地
育
成
へ
の
展

望
と
決
意
を
新
た
に
し
て
い
ま

す
。

　
Ｊ
Ａ
は
く
い
と
羽
咋
市
は
、平

成
22
年
か
ら
農
薬
や
化
学
肥
料

を
使
わ
な
い「
自
然
栽
培
」の
聖

地
化
に
乗
り
出
し
ま
し
た
。「
奇

や「
の
と
里
山
農
業
塾
」に
よ
る

環
境
保
全
型
農
業
の
普
及
・
拡

大
で
、
能
登
の
里
山
・
里
海
の

世
界
農
業
遺
産
認
定
を
追
い
風

に
、
取
り
組
み
を
強
化
・
拡
充

し
て
い
ま
す
。

　

園
芸
分
野
で
は
、
分
散
す
る

施
設
集
約
に
よ
る
効
率
化
と
品

質
向
上
な
ど
を
喫
緊
の
課
題
と

し
て
き
た
中
で
、昨
年
3
月
、園

芸
振
興
へ
の
活
力
と
な
る
新
た

　

Ｊ
Ａ
は
く
い
は
、
農
家
所
得

の
向
上
を
目
指
し
、
能
登
地
区

7
Ｊ
Ａ
で
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め

る「
能
登
米
」の
他
、
県
内
最
大

の
産
地
と
な
っ
た
ハ
ト
ム
ギ
に

よ
る
6
次
化
商
品
の
販
売
、
さ

ら
に
、食
の
安
全
性
へ
の
高
ま
り

を
背
景
と
し
た「
自
然
栽
培
米
」

跡
の
リ
ン
ゴ
」で
知
ら
れ
る
青
森

県
の
木
村
秋
則
さ
ん
を
講
師
に

実
践
塾
を
開
講
。
平
成
25
年
か

ら
は
Ｊ
Ａ
を
事
務
局
に「
の
と

里
山
農
業
塾
」と
し
て
、水
稲
や

野
菜
な
ど
の
コ
ー
ス
を
設
け
て
、

こ
れ
ま
で
県
内
外
か
ら
５
０
０

人
以
上
が
受
講
し
ま
し
た
。

　
平
成
27
年
に
は
生
産
者
組
織

「
の
と
里
山
自
然
栽
培
部
会
」が

発
足
。Ｊ
Ａ
と
市
、生
産
者
が
一

体
と
な
り「
は
く
い
式
自
然
栽

培
実
行
委
員
会
」を
設
立
し
、独

自
の
認
証
制
度
を
設
け
、
生
産

か
ら
販
売
ま
で
の
協
力
体
制
を

整
え
ま
し
た
。

　
地
域
を
挙
げ
た
取
り
組
み
は
、

県
内
外
の
生
産
者
や
自
治
体
、

Ｊ
Ａ
、
有
名
シ
ェ
フ
ら
が
注
目

行
政
と
ス
ク
ラ
ム

自
然
栽
培
に
乗
り
出
す

移
住
や
新
規
就
農
が
増
加

農
と
食
が
地
域
の
魅
力
に

園芸総合集出荷場の竣工（しゅんこう）式

特産のハトムギを活用した６次化商品

県内外から500人以上が受講したのと
里山農業塾

自然栽培農産物を使った給食に子どもた
ちも笑顔
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試
行
錯
誤
し
、
ス
タ
ッ
フ
が
自

信
と
愛
着
を
持
っ
て
提
供
で
き

る
「
オ
リ
ジ
ナ
ル
ワ
イ
ン
」が

完
成
し
ま
す
。

　
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
」で
造
る
白

ワ
イ
ン
と
、「
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー

ヴ
ィ
ニ
ヨ
ン
」で
造
る
赤
ワ
イ

ン
は
、「
プ
レ
ジ
ー
ル
ワ
イ
ン
」

と
し
て
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
樽
と
瓶

に
詰
め
、
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
「
神
戸
プ
レ
ジ
ー
ル
本
店
」

で
は
兵
庫
県

が
誇
る
「
但
馬

牛
」、「
神
戸

ビ
ー
フ
」の
鉄

板
焼
き
を
中

心
に
、
毎
月
、

県
内
の
Ｊ
Ａ

フ
ェ
ア
を
企

画
し
、
該
当
Ｊ

Ａ
管
内
で
生
産
さ
れ
た
旬
の
野

菜
や
お
米
を
使
用
し
た
特
別
メ

ニ
ュ
ー
を
提
供
し
て
い
ま
す
。

　
2
0
1
8
年
10
月
23
日
か

ら
は
、
新
メ
ニ
ュ
ー
季
節
の
鍋

料
理
「
兵
庫
の
四
季
」の
提
供

も
始
め
ま
し
た
。

　

ぜ
ひ
、
皆
さ
ま
の
お
越
し
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

県
本
部

だ
よ
り

兵庫県本部

レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
が
栽
培
か
ら
「
プ
レ
ジ
ー
ル
ワ
イ
ン
」
造
り

イ
ン
」を
提
供
し
て
い
ま
し
た

が
、
特
色
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
作
り

の
一
環
と
し
て
、2
0
1
7
年

か
ら
神
戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
協
力
の

下
、
レ
ス
ト
ラ
ン
ス
タ
ッ
フ
ら

が
原
料
用
の
ブ
ド
ウ
「
シ
ャ
ル

ド
ネ
」「
カ
ベ
ル
ネ
・
ソ
ー
ヴ
ィ

ニ
ヨ
ン
」の
栽
培
と
ワ
イ
ン
の

醸
造
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

毎
年
8
月
に
、
白
ワ
イ
ン
用

の
「
シ
ャ
ル
ド
ネ
」を
ス
タ
ッ

フ
で
収
穫
し
、
仕
込
み
作
業
を

行
い
ま
す
。
12
月
に
は

醸
造
士
の
協
力
の
下
、

飲
料
ス
タ
ッ
フ
に
よ

る
赤
ワ
イ
ン
の
ブ
レ

ン
ド
作
業
を
実
施
。
店

で
提
供
さ
れ
る
コ
ー

ス
料
理
に
合
う
よ
う

に
ブ
ド
ウ
の
配
合
を

の
り
の
公
社
が
運
営
す
る
神

戸
ワ
イ
ナ
リ
ー
で
造
ら
れ
た

神
戸
ワ
イ
ン
「
プ
レ
ジ
ー
ル
ワ

　
兵
庫
県
本
部
直
営
レ
ス
ト
ラ

ン
「
神
戸
プ
レ
ジ
ー
ル
本
店
」

で
は
、
開
店
当
初
か
ら
神
戸
み

コ
ー
ス
料
理
に
合
う
よ
う

ブ
ド
ウ
の
配
合
を
試
行
錯
誤

月
替
わ
り
で
県
内
Ｊ
Ａ
フ
ェ
ア

旬
の
農
産
物
で
特
別
メ
ニ
ュ
ー

4月
5月

6月

7月
8月
9月
10月
11月
12月
1月
2月
3月

JAみのり
JA兵庫六甲
兵庫県
（高校・大学とのジョイント）

JA兵庫みらい
JAたじま
JA兵庫西
JA丹波ささやま
JA丹波ひかみ
JA兵庫南
JAあわじ島
JA淡路日の出
JAハリマ

2019年度のJAフェア予定

ワイン用ブドウ栽培で農
園管理者の説明を聞く
レストランスタッフ

オリジナルワインの原料
となるブドウ畑

お客さまに自信を持って薦めている
プレジールワイン

神戸プレジール総合トップはこちらから

神戸プレジール本店
〒650-0011 兵庫県神戸市中央区下山手通2-11-5
ホテル ザ・ビー神戸１階　℡（078）571-0141

神戸プレジール銀座
〒104-0061 東京都中央区銀座5-8-11銀座PLACE11階
℡（03）3571-8700

直
営
の「
神
戸
プ
レ
ジ
ー
ル
本
店
」
で

特
色
あ
る
メ
ニ
ュ
ー
作
り
進
む
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